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論文 内 げ申告 の 要 1;:. 目





( 1) 2-Tetralone と βーアミノプロピオン酸エステノレとの反応 (Type A反応)
(i) 2-tetralone と ethyl 3-methylaminopropionate との縮合間環反応では主成績体としては反
応中転位が起って生じたと考えられる enamine-lactam* 即ち 4-methyl-1 ， 2, 5, 6-tetrahydrobenzoｭ
CfJ quinolin-3(4H) ーone (1 )が得られ，副成績体として少量ではあるがエステノレがエナミンと反応
(ア νノレ化反応)したと考えられる vinylogous lactam料即ち 4-methyl-3， 4， 5 ， 6-tetrahydrobenzo
CfJ quinolin-1(2H) ーone (11) が得られることを明らかにした。(1 )及び (11) の構造は図に示す
如く化学的に証明した。
この様に反応主成績体として enamine-lactam を与える反応を TypeA の反応と称する。
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(ii) この反応を 2-tetralone と methyl 2-methyl-3-methy laminopropiona te とを用いて更に詳細
に検討した結果 TypeA の反応に属することが明らかになった。即ち主成績体として enamine-lactam
(1) が得られ，副成績体として 2種の vinylogous lactam(百)及び (V) を得た。 (1) 及び(町)
の構造は図に示す如く化学的に証明し (V) は物理的及び化学的性質から証明した。
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( n) Cyclohexanone と βーアミノプロピオン酸エステノレとの反応 (Type B 反応)
cyclohexanone と ethyl 3-methylaminopropiona te との反応を詳細に検討した結果主成績体とし
てvinylogous lactam (日)が得られ，副成績体として enamine-lactam (刊)が少量得られた。(日).
及び(刊)の構造は図に示す如く化学的に証明した白
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ζ の様に反応主成績体として vinylogous lactam を与える反応を Type B の反応と称する。
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'(1) その他の環状ケトンと βーアミノエステノレとの反応
この反応を数種の環状ケトンとβーアミノエステノレとの縮合間環反応に試みた結果 cyclopentanone
及び cyclohexanone と methy12寸nethyl-3-methylaminopropionate との反応は TypeB に属し主
成績体として vinylogous lactam C咽)及び CIX)が得られ， 2-indanone, 5-phthalimido-2-tetralone 
及び l-tetralone と methyl 2-methyl-3-methy laminopropiona te との反応は TypeA に属し主成績
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以上の結果を総合すると次の様な結論が導かれるロ
1) cyc1ohexanone 及び cyc10pentanone の反応は比較的容易に閉環反応(エステノレ基によるエナミ
ンのア νノレ化)が進行して主成績体として vinylogous lactam が得られる。 (Type B) 
2) 2-tetralone, 5-phthalimido-2-tetralone, 2-indanone及び1-tetralone の反応は閉環反応に強烈
な条件を必要とし主成績体として enamine-lactam が得られる。 (Type A) 
3) cyc1ohexanone 系及び tetralone 系いずれの化合物の場合にも両方の成績体即ち vinylogous
lactam 及び enamine-lactam が生成する。
(町) Vinylogous Lactam 及び Enamine-lactam の性質。
vinylogous lactam 及び enamine-lactam の性質を検討した結果は次の表に示す通りでとれら性
質を利用すれば両者は簡単に判別できる。






















































(刊 ) V inylogous Lactam 及び Enamine-lactam の還元
(i) vinylogous lactam 及び enamine-lactam の LiAIH4 に対する挙動を調べたところ前者に於い
て特に興味ある結果を得た。即ち簡単な vinylogous lactam 構造を有する化合物はエーテノレ溶媒中
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この反応は Clavine2, 3, 4a, 5, 6, 10 b-octahydrobenzo (0 quinoline の新らしい合成法を見つけたロ
類の合成に有用なノレートと考えられる口
，グ~、........NCH 3









Li , 1 iq.NH3 
Li , liq. NH3 
論文の審査結果の要旨








この反応が経路(1 )を主とするか (n) を主とするかはケトン体の構造によることを多数の実験
から明らかにし更にこの反応機構を解明した。
これは Nelson の反応による異項環合成反応に重要な解釈を与えたものであり学術上の貢献は大で
ある D 博士論文として充分価値のあることを認める。
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